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黄連 解毒湯 と釣藤散に よ る血小板凝集能の

比較検討
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【目的 】各種 の 疾 患に 対 して 漢 方療法 が普及 して お り，漫性 あ る い は 難治 性疾患 に 対 し有

効性 が認め られ て い る 。 黄連解毒湯は血圧降下 ，止 1盍1，脳血流増加作用 な ど を有 し，釣藤

散は 血圧 降下 ， 中枢神経抑 制 ， 高脂血症改善作用な どを有 して い る 。
い ずれ も脳血管障害

に伴 う治療薬 と し て 使用 さ れ て お り， こ れ ら薬剤 が 血 小板凝集 能 に 与 え る 影響 に つ い て in

vitro に お い て 比較検 討を行 っ た 。

【対象 お よ び 方法 】対象 は 黄連解 毒湯 は 健常 男子 5 例 （Ψ
・
均年齢27．O 歳 ）， 釣藤散は 10例

（平 均年齢 28．3歳 ）で あ る
。 血 小 板凝集能測定 に は 二 光バ イ オ サ イ エ ン ス 社製 NBS 　 He −

matracer 　V を用 い た。3．8％ク エ ン 酸ナ ト リ ウ ム 溶液と 全血を 1 ： 9 の 比率 で 混 合 し，遠 心

後 ， 上清を 31．O × 1041μ の 血小 板浮遊 液 に 調整 し被検血漿 と した c、ツ ム ラ 黄連 解毒 エ キ ス

原 末（TJ−15）は 10mg ／mi ，50mg ／ml の 濃度 に ，ツ ム ラ 釣藤散 エ キ ス 原 末（
’
1
”
J−47）は 1mg ／

ml ，10mg ／ml ，50mgfml ，100mg ／ml の 濃度 に蒸留 水 で 溶解 した。被検 血漿 と黄連解毒湯 ，

釣 藤散 の 比 率 を そ れ ぞ れ 4 ： 1 に 混合 し
，

で き た混合液 200μ に 血 小板惹 起物質 ADP ，エ

ピ ネ フ リン を そ れ ぞ れ 20μ6添加 し血小板凝集率を求 め た
。 なお，ADP は 4 濃度 ，

エ ピ ネ フ

リ ン は 3 濃度 を 用 い た
。 黄連解毒 湯 ， 釣藤散添加 血漿に お け る ADP と エ ピ ネ フ リン の 濃度

お よ び 変化 率 ， さ ら に ， 被検 血漿 に 黄連 解毒湯 ，釣藤散 を添加 し血 小 板凝集能 の 経 時 変 化

を 調 べ た 。

【結果 】黄連解毒湯添加に よる血小板凝集能は ADP 濃度 1．0〜10．0μ M ま で 軽 度 か ら高度

に 抑 制 され ，
エ ピ ネ フ リ ン 濃度 で は （，．1〜3．0解 ／ml ま で 高度 に抑制 され た

。 釣 藤 散 に よ る

血小板凝集能は 釣藤散 と ADP が低濃度 の 時，尢 進を認 め，両者 ともに 高度 に な る に 従 い 抑

制 さ れ た。エ ピ ネ フ リ ン で も同様 の 変化 を 認 め た 。 黄連解 毒湯 に よ る 経 時 変 化 で は ADP

添加後 15分で 血小板凝集 の 抑制が 強 く， 経 時的 に 弱 くな る 傾 向 に あ っ た
。 釣藤散 で はADP ，

エ ピネ フ リン と もに 血小板凝集 の 抑制を 認め ， 経時変化 は 認 め な か っ た。

【ま とめ 】黄連解毒湯 は 4 種 ， 釣藤散は 11種 の 生 薬よ り な っ て お り，一
部 共通 の 薬効 を持

つ と さ れ て い る e しか し ， 血 小板凝集能 へ の 作用 は 異 な っ て い た
，、

こ れ は 血 小 板 凝集 の 代

謝系へ の 作用 が異な る た め と 考 え られ た
（，
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